社会科学習指導案 平成23年度 : 地理的分野 日本の諸地域－中部地方－「なぜ東海地方は自動車産業がさかんなのか」 by 坂田 元丈
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社会科学習指導案
２年３組 男子22名 女子18名 計40名











































































































究 ＜資料③・④・⑤、地図帳 P.93･94、教科書 P.192②＞
・ ・部品工場などの原料供給地や消費地との輸送に便利な港湾施設や ・要因が交錯しないよう
解 道路網が整備されているから。 に、付け足しや質問、
決 ・鉄鋼業がさかんな地域と自動車産業がさかんな地域は重なる。 反論など意見をつなぎ
鉄鋼業がさかんな地域と自動車産業がさかんな地域が重なるの 合わせていくよう助言
は偶然なのではないか。 する。
◆第３の要因：「自然条件」
＜資料③、地図帳P.93･94＞ ・要因を分かりやすくす
・自動車製造には組立工場の周辺に部品工場が集積するので、大都 るために、構造的な板
市中心部よりも少し離れた地域で広大な土地を必要とするから。 書の工夫をする。
広大な土地が必要なら、どうして豊田市に工場をつくる必要が
あるのか。 ・前時に回収したワーク
◆第４の要因：「人口」 シートから、生徒の意
＜資料①・②、教科書P.153⑥＞ 見を把握しておき、意
・自動車生産には、多くの労働力を必要としているから、大都市に 図的指名が行えるよう
近い方が労働力を確保しやすいから。 にしておく。
大都市であれば、東京や大阪も大都市ではないか。名古屋市中
心部に工場をつくってもいいのではないか。
○課題について分かったことをまとめる。 ・気付いたことをまとめ
・自動車産業が発達する理由には、「歴史的な背景」「結びつき」「自 ることで、自らの学び
課 然条件」「人口」の４つの要因があることをまとめる。 をふり返らせる。
題 ○自動車産業が発達する理由について、他の地域に応用して考える。
の ・予想させ、４つの要因
定 中国地方で自動車産業が一番発達しているのは、どこだろうか からその理由を説明す
着 るよう助言する。
・ ・広島県で発達している。 ・東海地方で自動車産業が
発 繊維産業が発達し、創業者の出身地でもあるから。 発達した理由から、他の
展 鉄鋼業がさかんで、交通網も整備されているから。 地域に応用させること
平野があり工場を建てることができるから。 で、見方・考え方が身に
中国地方最大の広島市を抱えているから。 付いているか確認する。
岡山県は平野が広島県より広く、自然条件からから考えると、
自動車産業が一番発達しているのではないか。
(３)評価
・自動車産業が発達した理由について、様々な資料を互いに関連付け、根拠を示しながら主張を展
開することができたか、ワークシートの記述や発言によって評価する。
・自動車産業が発達した理由は、歴史的な背景、結びつき、自然条件、人口などの要因があること
を理解し、他の地域においても共通性を見出すことができたか、ポストテスト・ワークシートの
記述や発言によって評価する。
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